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表紙写真

大分県は石橋の里
少し歩けば大小の石橋に出会う
写真は笹無田川に架る水路橋
下から見上げれば
高さ三〇メートル幅四メートル
長さ五十九メートルの
巨大な二連のアーチ橋
国の登録有形文化財だ
橋の建設は大正六年（1917）だが
幹線水路だけで延長二〇キロ

山を削り幾つものトンネルを穿ち
漸く完成させた用水建設の
その一環の橋だ
「水を引く」という事業の
意味の偉大さと苦心の歴史を思い
農業が今後なお水を使い続けてこそ
この橋も守られるであろうと思う
右を走るのは
九州横断のJR豊肥本線
 （富山和子）

June • Wakamiyairo Sasamuta Stone Arch Aqueduct. 
Takeda City, Ōita Prefecture
Ōita Prefecture has more stone bridges than most places in Japan: 
Go out for a walk and you are likely to encounter stone spans. 
The photo shows a stone aqueduct over the Sasamuta River. 
From below, you would see a huge double-arch bridge, 
30 meters high, 4 meters wide, and 59 meters long, 
justly listed as a National Tangible Cultural Property. 
Finished in 1917, the viaduct carries an irrigation channel 
running for 20 kilometers through numerous tunnels 
laboriously bored through the mountains.
The aqueduct became an integral part of larger irrigation works 
that were eventually completed. 
See it and you wonder at the deeper meaning 
of ‘drawing water’ and the hard work it has involved. 
As long as water continues to be needed by agriculture, 
this aqueduct will surely have a role to play. 
Running beside the aqueduct is a train
on the JR Hōhi Main Line that traverses Kyushu.

富山和子の「日本の米カレンダー」より
「若宮井路笹無田石拱橋」（大分県竹田市）2015年6月
撮影：渡辺直昭
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私
は
、
海
の
仕
事
が
多
い
マ
リ
コ
ン
に
四
〇
年
以
上
勤
め
て
い
ま
す
が
、
実

は
海
の
無
い
栃
木
県
の
出
身
で
す
。
栃
木
県
と
言
え
ば
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
日
光
や
餃
子
の
宇
都
宮
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
苺
や
干
瓢
、
も
や
し
と
い
っ
た
農
作
物
は
日
本
一
の
産
出
額
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
韮
や
蕎
麦
、
二
条
大
麦
な
ど
の
ほ
か
、
生
乳
も
産
出
額
が
日

本
で
二
番
目
で
あ
る
な
ど
、
意
外
に
思
わ
れ
る
ほ
ど
農
業
が
さ
か
ん
な
地
域
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
栃
木
県
の
農
業
は
古
く
か
ら
各
地
で
行
わ
れ
て
き
た
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
那
須
地
区
（
那
須
野
ヶ
原
）
は
、

那
珂
川
と
箒ほ

う
き
が
わ川に
挟
ま
れ
た
約
四
万
ha
に
も
お
よ
ぶ
日
本
で
も
最
大
級
の
扇
状

地
で
す
が
、
砂
礫
層
が
堆
積
し
た
土
地
で
農
業
に
適
さ
な
い
土
地
で
し
た
。

　

稲
作
に
理
想
と
さ
れ
る
扇
状
地
で
あ
り
な
が
ら
、
砂
礫
層
で
は
水
が
地
下
に

浸
透
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
長
い
間
那
須
野
ヶ
原
は
集
落
の
な
い
原
野
の
ま

ま
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
原
野
を
水
田
や
牧
草
地
に
変
え
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
三
大
疎

水
の
ひ
と
つ
で
あ
る
那
須
疏
水
で
す
。
明
治
十
八
年
、
当
時
の
栃
木
県
令
ら
の

奔
走
に
よ
り
那
須
疎
水
の
開
削
が
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
、
極
め
て

短
期
間
に
約
一
六
㎞
の
水
路
を
完
成
さ
せ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

大
正
期
に
は
洪
水
な
ど
に
よ
る
川
筋
の
変
動
に
よ
っ
て
、
水
路
の
補
修
・
復
旧

を
必
要
と
す
る
事
態
が
頻
発
し
ま
し
た
が
、
資
材
・
労
務
の
不
足
な
ど
に
よ
り

抜
本
的
な
整
備
が
で
き
な
い
ま
ま
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
は
、
食
料
増
産
を
求
め
ら
れ
る
な
か
用
水
の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な

り
、
様
々
な
働
き
か
け
を
国
に
行
っ
た
結
果
、
一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年

に
国
営
那
須
野
原
開
拓
建
設
事
業
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
農
業
情

勢
の
変
化
に
伴
い
事
業
計
画
が
変
更
さ
れ
つ
つ
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
に

つ
い
に
完
了
し
、
現
在
の
那
須
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
し
た
。

　

さ
て
、
平
成
二
十
七
年
度
の
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で

三
九
％
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
六
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
（
農
林
水
産
省
H
P
よ

り
）。
新
興
国
を
中
心
に
食
料
の
需
要
が
急
速
に
増
加
す
る
な
か
、
飼
料
用
穀

物
な
ど
の
大
半
を
輸
入
に
頼
る
我
が
国
で
は
、
農
業
従
事
者
は
高
齢
化
が
進
み
、

耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
な
ど
、
食
料
自
給
率
の
向
上
は
容
易
い
状
況
に
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
産
性
向
上
の
た
め
に
は
、
I
C
T
の
導
入
と
い
っ
た
よ
う
な
最

先
端
の
取
組
み
が
必
要
で
す
が
、
灌
漑
施
設
や
排
水
機
場
な
ど
の
新
設
や
維
持
・

更
新
と
い
っ
た
農
業
土
木
に
か
か
る
投
資
も
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
先
人
た
ち
が
営
々
と
築
い
て
こ
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
施
設
は
、
か
け
が
え

の
な
い
財
産
で
あ
り
、
将
来
の
た
め
に
も
守
り
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
建
設
業
に
携
わ
る
も
の
の
一
人
と
し
て
、
ま
た
、
出
身
地
の
開

拓
事
業
の
大
変
さ
、
偉
大
さ
を
肌
で
感
じ
た
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
の

農
業
の
発
展
の
た
め
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

那
須
野
ヶ
原
の
開
拓
事
業
を
思
い
起
こ
し
て
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